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NOC技術ノート No.111

スルフェンアミド系加硫促進剤について

(4) 

前回 (NO技術ノ，ート No,100~102)は種々の市販ス

ルフェンアミド系加硫促進剤のスコーチや加硫速度，そ

して引張特性について報告し，スコーチ性や加硫速度が

o✓ s)c-s ・（以下 M・と略す）に結合するアミンの
"-'N 
種類によって異なることを説明しました，

今回はスルフェンアミド系促進剤の中でも MS・にア

ミンとして NH2-C(CH山（以下 t-BAと略す）が結合

したノクセラーNS(N-tert-butyl-2-benzothiazole sulfe-

namide)に関し，そのスコーチ性，加硫速度そして加硫

物物性から結合 t-BAが，与える効果についてチアゾー

ル系促進剤と比較した実験をご紹介します，

ノクセラー NSとの比較としてチアゾール系促進剤ノ

クセラーM, ノクセラーDMは単独使用の他， t-BAと

の併用（それぞれM十t-BA,DM+t-BA), ノクセラー

M,t-BA塩 (M,t-BA塩）として使用しましたがその実

験結果を簡単ながらまとめると次のとおりであります，

スコーチに関してノクセラー NSはスコーチが遅く，

しかも加硫の立ち上がり速度 (t430)が大きい遅効性促進

剤としての特徴を示しております，一方ノクセラーM,

ノクセラーDMはスコーチしやすく，ノクセラーNSに

類似したこれらの M十/-BA,DM+t-BA, M,t-BA塩

は，その傾向がさらに著しい結果がみられます．

キュラストメーター試験においてもノクセラー NSは

架橋反応の開始が遅効性で，しかも最大トルクに達する

加硫速度が速く，ムーニースコーチの /430に一致してお

ります，

加硫物物性においてもノクセラー NSの引張特性は，

M,t-BA塩と同程度であるが，ノクセラーM, ノクセラ

-DM  M+t-BA, DM+t-BAいずれよりも引張強さと

引張応力が高い．

以上のとおりスコーチが遅くしかも加硫の立ち上がり

速度が大きく，また引張特性の良好な遅効性促進剤とし

てはM,にt-BAが結合したノクセラー NSによって発

揮されることが明らかであります．
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1. 試

略号

料

構 造 式

NS 

M 

DM  

t-BA 

M,t-BA, 

M十t-BA

DM十t-BA

1. 配

o:; 〉G-S-~-C(CH山

o::>← SH 

½o:;>• s-s-c(::o 
NH2-C (CH山

o✓ s>← SH,H2N-C(CH山
'N 

o:;>C-SH+NH2-C(CH山

o:; 〉C-S-s-c(;:o+ NH2C(CH山

合

R.S.S. U 100 

亜鉛革 5 

ステアリン酸 3 

HAFープラック 40 

イオウ 2.5 

試 料 2. 5X 10-2モル

3. 実験結果

3-1 ムーニースコーチ試験

実験条件： JIS K 6300-'63に準拠， ML-I @125℃ 

試 料 /5 ls5 /Jso 

NS 201811 2311911 213111 

M lが1011 2111611 910611 

DM  14116" 2313211 9116" 

t-BA 6211211 19315511 13114311 

M,t-BA 7'1011 914911 2139" 

M+t-BA 9'4811 1412111 413311 

DM+t-BA 1214011 17'3411 4154" 
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紹 介 日本ゴム協会誌

ムーニースコーチ曲線 3-2 キュラストメーター試験
実験条件：ダイス#1(2mm),オッシレーティン

グ角度：士3゚ ，測定温度： 140℃ 

0
 
0
 
0
 
0

0

 

5

4

3

2

ー

ヽ
J＞
 
M
 

ー
直f
 

ム
ー
ニ

（
 

M•t·BA塩 M+t·BA
I 

I Dt塩
I I 11DM 

’‘‘  / / / M/ / 
'/  / / 
I 

I 
I / / /./  

＇ ／ 
I//  /NS 
/,  令

／シ;;~> L 虫
4
 

‘‘
 m
 
c
 

ト
ル
ク
値

Tk
 
（
 

M+t・BA 

10 20 

加熱時問（分）

30 
。。

10 20 
加熱時間（分）’

30 

亨
[
1
0
2
0
3
0

仰

5060-102030405060-102030405060

引張試験： JIS K 630 l-'62に準拠，引張試験機：テンシロン，試験片の形
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Hs 

536261616060-464756565657-465053545455 

60 112 490 8 46 48 

t-BA 90 116 440 11 53 52 
120 115 440 12 62 52 
150 115 450 12 59 52 
10 299 550 22 132 58 
20 296 500 29 157 61 

M,t-BA 30 278 450 29 160 63 
40 276 450 32 154 62 
50 251 430 31 151 63 
60 268 450 30 157 62 
10 214 530 16 83 51 
20 270 520 22 119 56 

M+t-BA 30 259 490 22 126 59 
40 237 460 22 124 58 
50 231 470 22 118 60 
60 222 470 25 115 60 
10 198 540 17 82 48 
20 269 560 22 114 56 

DM+t-BA 30 266 510 26 130 57 
40 244 480 23 128 58 
50 231 470 23 125 58 
60 223 450 25 120 58 

【訂正】 NOC技術ノート No.110 (日ゴム協誌， 43,146~147) 

実験1・・・・・・誤：紫外線褪色試験， 正：紫外線褪色試験
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